
（別紙３）

～ 令和６年 12月 20日

（対象者数） 45 （回答者数） 36

～ 令和６年 12月 20日

（対象者数） 13 （回答者数） 13

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
職員の資質向上のため研修等を行ない、より良い支援へとつ
なげていく。

2
毎日の清掃に加えて、玩具の破損チェックや危険箇所の確
認、衛生用品の補充状況を確認し合い、安全で快適な環境を
保つ。

3 活動前後に職員間で情報共有の時間を設けていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
地域の行事やイベントの情報を集め、参加のきっかけを作っ
ていく。

2 共有内容は相手に確認してもらい、伝達漏れを防いでいく。

3 契約の際や、おたよりなどを通して周知していきたい。

○事業所名 児童デイサービスいちご

○保護者評価実施期間 令和６年 11月 20日

○保護者評価有効回答数

令和６年 12月 1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年  3月  1日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

安全計画や各マニュアルなどが周知されていない。
安全計画や各マニュアルは整備されているが、保護者の方へ
しっかりと情報が伝わっていない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域の他の子どもとの交流の機会が不足している。
感染症対策により、地域行事や合同活動が中止されたことで、
交流機会が減少したままになっている。

職員間での情報提供をしているつもりだが、周知できていない
ことがある。

勤務体制の違いで、職員全員が同じタイミングで情報を受けと
れていない時がある。

個々に合わせた支援を行なっている。
集団での活動が難しい場合は、個別対応に切り替えるなど、状
況に応じた支援を行なっている。

生活空間は、子ども達の活動に合わせて、心地よく過ごせる環
境となっている。

子ども達がのびのびと楽しく過ごせる環境を整えるため毎日清
掃を行ない、常に清潔で安全なスペース作りに努めている。

急な予定変更にも柔軟に対応し、職員・保護者間でしっかりと
連携し、情報を共有している。

急な変更や子どもの様子の変化があった際には、その場で職員
同士が声を掛け合い情報をすぐに共有するよう心がけている。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 令和６年 12月 20日

（対象者数） 45 （回答者数） 36

～ 令和６年 12月 20日

（対象者数） 13 （回答者数） 13

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
会議やアセスメントの研修を実施していき、職員のスキル
アップをより図っていく。

2
季節ごとの製作活動で作った作品を掲示し、子どもたちが自
分の作品を見て楽しんだり、季節の行事への関心を深められ
るようにする。

3
保護者へ伝える前に職員同士でどのように伝えるかを考え、
情報の行き違いを防ぐ。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
交流できる行事やイベントの情報を収集し参加のきっかけを
作る。

2
情報確認のタイミングを職員間で決めて、必ず記録に目を通
す習慣を付ける。

3 契約の際やおたよりなどを通して周知していきたい。

地域の他の子どもとの交流機会が不足している。
感染症対策の影響で、地域との交流活動が減ったまま再開の機
会が少なくなっている。

職員間で情報共有を行なっているが、周知が行き届かないこと
がある。

会議に参加できない時など、記録の確認等があいまいになって
いる時がある。

安全計画や各マニュアルなどが周知されていない。
安全計画や各マニュアルは整備されているが保護者の方へしっ
かりと情報が伝わっていない。

生活空間は清潔で、壁面や製作等を行ない、室内でも季節感を
感じられる環境となっている。

毎日清掃を行ない気持ち良く過ごせる環境作りに努めている。
壁面も季節感を大切にし、その時期ならではの装飾や作品を取
り入れることで季節を感じられる工夫をしている。

急な予定変更でも柔軟に対応し、職員と保護者で情報を共有、
連携している。

予定変更や子どもの様子は、活動前後に職員で話し合い、保護
者へは連絡帳や送迎時に必ず伝えるように意識している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年  3月  1日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

子どもに合わせた支援を行なっている。
集団での活動が難しい子には1対1での支援に切り替えるな
ど、臨機応変に対応している。

○事業所名 児童デイサービスすみれ

○保護者評価実施期間 令和６年 11月 20日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和６年 12月 1日

事業所における自己評価総括表公表


